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Ⅰ 令和２年度下半期の事業の概況 

 

 

１ 業務量 

  モーターボート競走事業の下半期の開催日数は９０日で、１日平均舟券売

上金額は５８５，９３２，７５７円（前年同期比５５．５％増）、１日平均返

還金額は６，３９４，９８７円（前年同期比７８．０％増）となっています。 

  １日平均有料入場人員は１，６９０人（前年同期比１９．６％減）となって

います。 

  なお、ＧⅠ開設６６周年記念競走を１０月に、ＳＧ第３５回グランプリ（賞

金王決定戦競走）を１２月に開催しました。 

場間場外発売は、平和島スタンドで延べ１７４日、平和島劇場で延べ１，８２５日、

ボートピア河辺で延べ１，３３４日、ボートピア横浜で延べ１，０４４日、ミ

ニボートピア黒石で延べ１，３５４日、オラレ上越で延べ１，０５５日、オラ

レ刈羽で延べ１，１４０日行いました。 

   

 

 

２ 経理の状況 

  収益的収入の執行済額は８４，８８８，５５２千円（執行率９７．８％）、

収益的支出の執行済額は８０，８３９，５７９千円（執行率９６．９％）とな

っています。 

  資本的収入の執行済額は２６４，６９７千円（執行率９８．７％）、資本的

支出の執行済額は３，９６１，６７３千円（執行率９９．６％）となっていま

す。 

  営業業利益は５，１５７，４５２千円、経常利益は３，９９８，４３９千円、

特別損益はなく、当年度純利益は３，９９８，４３９千円となっています。 
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Ⅱ 令和２年度下半期の経理の概況 

 

１ 予算執行状況 

⑴  収益的収入及び支出 

収入 

科  目 
予算現額 

（千円） 

執行済額 

（千円） 

執行率

（％） 

１ 競走事業収益 86,763,500 84,888,552 97.8 

１ 営業収益 86,689,698 84,814,278 97.8 

２ 営業外収益 73,802 74,274 100.6 

 

支出 

科  目 
予算現額 

（千円） 

執行済額 

（千円） 

執行率

（％） 

１ 競走事業費用 83,424,779 80,839,579 96.9 

１ 営業費用 83,414,279 80,832,972 96.9 

２ 営業外費用 10,500 6,607 62.9 

 

 ⑵ 資本的収入及び支出 

収入 

科  目 
予算現額 

（千円） 

執行済額 

（千円） 

執行率

（％） 

１ 資本的収入 268,072 264,697 98.7 

 

支出 

科  目 
予算現額 

（千円） 

執行済額 

（千円） 

執行率

（％） 

１ 資本的支出 3,976,447 3,961,673 99.6 

１ 建設改良費 474,447 459,673 96.9 

２ 投資 2,000 2,000 100.0 

３ 利益剰余金繰出金 3,500,000 3,500,000 100.0 

 

※各区分の金額は、千円未満を四捨五入しています 



(単位　円)

１　営業収益

　(1) 開催収益 80,199,379,700

　(2) 場間場外発売事務受託収益 4,265,952,201

　(3) その他営業収益 343,146,112 84,808,478,013

２　営業費用

　(1) 開催費 75,803,108,710

　(2) 場間場外発売事務受託費 3,347,932,954

　(3) 管理費 220,046,785

　(4) 減価償却費 176,147,833

　(5) 資産減耗費 103,790,027 79,651,026,309

　　営業利益 5,157,451,704

３　営業外収益

　(1) 使用料 4,820

　(2) 受取利息及び配当金 1,072,570

　(3) 長期前受金戻入 38,422,112

　(4) 雑収益 34,774,797 74,274,299

４　営業外費用

　(1) 支払利息 4,709,877

　(2) 雑支出 1,228,577,046 1,233,286,923 △ 1,159,012,624

　　経常利益 3,998,439,080

　　当期純利益 3,998,439,080

　　前年度繰越利益剰余金 1,352,685,365

　　その他未処分利益剰余金変動額 264,697,400

　　当期未処分利益剰余金 5,615,821,845

令和２年度　損益計算書

(令和２年４月１日から令和３年３月３１日まで)
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(単位　円)

１　固定資産

　(1) 有形固定資産

　　イ　土地 3,242,246,476

　　ロ　建物 719,513,985

　　　　減価償却累計額 △ 294,707,945 424,806,040

　　ハ　建物付属設備 387,776,547

　　　　減価償却累計額 △ 24,321,081 363,455,466

　　ニ　構築物 24,851,447

　　　　減価償却累計額 △ 5,614,951 19,236,496

　　ホ　機械及び装置 226,231,701

　　　　減価償却累計額 △ 49,424,464 176,807,237

　　ヘ　工具器具及び備品 855,763,748

　　　　減価償却累計額 △ 483,319,148 372,444,600

　　ト　リース資産 802,700,000

　　　　減価償却累計額 △ 129,719,033 672,980,967

　　チ　建設仮勘定 9,429,000

　　　有形固定資産合計 5,281,406,282

　(2) 投資その他の資産

　　イ　基金 2,204,659,800

　　　投資その他の資産合計 2,204,659,800

　　固定資産合計 7,486,066,082

２　流動資産

　(1) 現金預金 3,996,045,644

　(2) 開催資金 361,870,000

　(3) 未収金 250,812,251

　(4) 繰出金 3,500,000,000

　　　流動資産合計 8,108,727,895

　　　資産合計 15,594,793,977

令和２年度　貸借対照表

資産の部

(令和３年３月３１日)
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３　固定負債

　(1) リース債務 294,534,900

　　　固定負債合計 294,534,900

４　流動負債

　(1) リース債務 151,750,800

　(2) 未払金 2,219,229,925

　(3) 前受金 2,631,780

　(4) 引当金

　　イ　賞与引当金 10,138,000

　　ロ　法定福利費引当金 1,390,000

　(5) 預り金 303,536,064

　　　流動負債合計 2,688,676,569

５　繰延収益

　(1) 長期前受金 529,108,485

　(2) 長期前受金収益化累計額 △ 203,329,506

　　　繰延収益合計 325,778,979

　　　負債合計 3,308,990,448

６　資本金 4,467,321,884

７　剰余金

　(1) 資本剰余金 0

　(2) 利益剰余金

　　イ　利益積立金 1,505,000,000

　　ロ　建設改良積立金 697,659,800

　　ハ　当期未処分利益剰余金 5,615,821,845

　　　利益剰余金合計 7,818,481,645

　　　剰余金合計 7,818,481,645

　　　資本合計 12,285,803,529

　　　負債資本合計 15,594,793,977

資本の部

負債の部
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Ⅲ 附表 

 

１ 固定資産明細書 

 ⑴ 有形固定資産                     （単位：円） 

資産の種類 年度当初現在高 当年度増加額 当年度減少額 年度末現在高 

土地 3,242,246,476 0 0 3,242,246,476 

建物 592,247,985 127,266,000 0 719,513,985 

建物附属設備 270,230,461 118,293,611 747,525 387,776,547 

構築物 24,851,447 0 0 24,851,447 

機械及び装置 223,941,211 2,592,567 302,077 226,231,701 

工具器具備品 747,517,160 312,338,389 204,091,801 855,763,748 

リース資産 839,715,190 261,900,000 298,915,190 802,700,000 

建設仮勘定 15,717,000 0 6,288,000 9,429,000 

計 5,956,466,930 822,390,567 510,344,593 6,268,512,904 

 

資産の種類 
減価償却累計額 年度末償却 

未済高 当年度増加額 当年度減少額 累計 

土地 0 0 0 3,242,246,476 

建物 11,713,616 0 294,707,945 424,806,040 

建物附属設備 16,898,096 0 24,321,081 363,455,466 

構築物 995,606 0 5,614,951 19,236,496 

機械及び装置 17,813,402 0 49,424,464 176,807,237 

工具器具備品 187,130,896 101,351,376 483,319,148 372,444,600 

リース資産 75,070,073 133,473,856 129,719,033 672,980,967 

建設仮勘定 0 0 0 9,429,000 

計 309,621,689 234,825,232 987,106,622 5,281,406,282 

 

 

⑵ 投資                          （単位：円） 

資産の種類 
年度当初 

現在高 
当年度増加額 当年度減少額 

年度末 

現在高 

基金 2,467,357,200 2,000,000 264,697,400 2,204,659,800 

計 2,467,357,200 2,000,000 264,697,400 2,204,659,800 
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Ⅳ 令和３年度予算の概況及び事業の経営方針 

 

 

１ 予算実施計画 

 ⑴ 収益的収入及び支出 

 収入 

款   項   目 予定額（千円） 

１ 競走事業収益 82,384,638  

 １ 営業収益 82,343,685 

  １ 開催収益 75,715,712  

  ２ 場間場外発売事務受託収益 6,203,845  

  ３ その他営業収益 424,128  

 ２ 営業外収益 40,953 

  １ 使用料 4  

  ２ 受取利息及び配当金 950  

  ３ 長期前受金戻入 39,999  

 

 支出 

款   項   目 予定額（千円） 

１ 競走事業費用 79,680,233 

 １ 営業費用 79,670,684 

  １ 開催費 73,735,375  

  ２ 場間場外発売事務受託費 5,423,102  

  ３ 管理費（総係費） 275,762  

  ４ 減価償却費 215,175  

  ５ 資産減耗費 21,270  

 ２ 営業外費用 9,549 

  １ 支払利息 4,549  

  ２ 消費税 5,000  

 

 ⑵ 資本的収入及び支出 

 収入 

款   項   目 予定額（千円） 

１ 資本的収入 403,544 

 １ 基金繰入金 403,544 

  １ 基金繰入金 403,544 
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支出 

款   項   目 予定額（千円） 

１ 資本的支出 3,189,294 

 １ 建設改良費 587,294 

  １ 施設整備費 412,044  

  ２ 資産購入費 3,613  

  ３ リース債務支払費 171,637  

 ２ 投資 2,000 

  １ 基金造成費 2,000 

 ３ 利益剰余金繰出金 2,600,000 

  １ 他会計繰出金 2,600,000 

 

 

 

２ 事業の経営方針 

  実際にボートレースが行われている平和島本場が、本市モーターボート競

走事業の土台であることから、本場売上げの確保と次世代の顧客層を開拓す

るため、平和島本場の活性化に向けた施策を進めるとともに電話投票や場間

場外発売によって総合的に売上げの向上を図っていく。 

  また、持続的に収益を確保し他会計への繰出しができるよう、次の重点課

題に取り組むものとする。なお、基金への積立てについては平成２７年度に

おいて目標額に達していることから、当面の間、他会計への繰出しを優先す

るものとする。 

⑴ 高グレードレースの誘致 

⑵ 魅力あるレースの提供 

⑶ 本場の活性化 

⑷ 施設整備 

⑸ 新型コロナウイルス感染症拡大防止策の徹底 

⑹ 電話投票の売上げ向上 

⑺ 場間場外発売の売上げ向上 

⑻ ボートピア等の安定的な運営及び新規開設の検討 


